
第122号＜2026年7月1日＞

JADCA NEWS
発行所：一般社団法人日本空調クリーニング協会

定時社員総会・懇親会のご報告
2026年6月3日（水）定時社員総会が、アートホテル日暮

里ラングウッドにて行われました。 

第一部の審議事項として、第一号議案「2025年度事活動

報告」が各部門の担当理事より報告され、第二号議案

「2025年度収支報告」が清水会長より説明され、第三号議

案「定款の変更」が高橋専務理事より説明され、それぞれ賛

成多数により承認されました。

報告事項として、泉山理事より広報活動について報告があ

りました。続いて、事務局より、今後の活動計画について説

明が行われました。
第二部は「仕事があるのに、人がいない」を解決する！！

採用手法～外国人採用の現状・進め方・海外事業への展開～

と題し、株式会社アクティ代表取締役社長の砂道健太様より

ご講演を頂きダクト清掃業界における外国人人材の活用や日

本人採用についてお話いただき、会員企業様も大変興味をお

持ちいただきました。※講演内容をコラムに掲載しています。

第二部終了後、懇親会では、清水会長の開会挨拶に続き、

ご来賓の衆議院議員の国定勇人先生よりご祝辞を頂戴し、公

益社団法人全国ビルメンテナンス協会会長・佐々木浩二様よ

りご祝辞と乾杯のご発声を頂き懇親会がスタートしました。

懇親会では、2年間の会員企業増強プランの会員企業紹介制

度にて、期間中に新規の会員企業様をご紹介くださったエー

ス工機株式会社様、株式会社オプス様、株式会社トータルメ

ンテナンス様、株式会社アキュアリンク様へ、清水会長から

感謝状と協力金として商品券1万円の贈呈が行われました。

会員同士の交流が深まる中、末光副会長の中締めにより盛会

のうちに終了いたしました。

懇親会にて感謝状授与の様子
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定時社員総会の様子

懇親会の様子

JADCA NEWSで情報発信しませんか？

会員企業のみなさまに「役に立つ」、「広く知ってもらいたい」
情報をお持ちの方は、ご遠慮なく事務局へご相談ください！

TEL：03-6274-6064 メール：info@jadca.jp



支部長会議
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環境経営委員会について

室内空気環境の質的向上への寄与を標榜する

当会員企業として、その使命を全うすべく、地

球環境に配慮し、かつ景況に左右されない企業

体質の強化を図るために設けられた評価制度を

運営しています。現在6社が認定を受け2年に1度

の更新評価と更新前年の中間評価を受けていま

す。

6月3日（水）総会に先立ち支部長会議が開催さ

れました。各支部長より、2025年度の活動報告

並びに収支報告、2026年度の活動計画について

報告いただきました。また改めて、支部活動の目

的が、会員企業の横のつながりをつくること、情

報交換の場となっていることが確認されました。

その他、魅力的なイベント企画の必要性や現支

部長のほとんどが理事会メンバーとなっており役

割が集中していることへの対策を検討することも

議論されました。

5月19日（火）新橋JADCAオフィスにて、環境経営委員会が開催されました。

今回は、富士クリーン（株）の更新審査、（株）アキュアリンク、東亜管財（株）の中間評価が行わ

れました。

冒頭、委員長の小山富士雄先生より、イラン情勢の影響による化学物質や溶剤、石油産製品の不足

が懸念されていることについてお話がありました。また、夏場に気温が上がると石油産製品が蒸発し

容器の蓋を開ける際に圧力で液体の吹き出し事故が発生しやすくなること、また火が付きやすくなる

ため、消防法に適合した容器で正しく取り扱うことが注意喚起されました。その後、各社より事前に

提出された報告資料に基づいて、アドバイザーの新井孝先生及び委員長の小山先生より評価を受けま

した。評価を受けながらディスカッションが行われ、問題発生を防ぐための根本的な解決策について

助言をいただきました。

今回各社の報告から特に注目すべき点は、以下の2点となります。

・孤立従業員の労災リスク対応：独身や身寄りのない高齢従業員が重大な労災にあった際、個人情報

保護の壁によって会社へ情報共有が難しくなる可能性があることが共有されました。身寄りのない従

業員や高齢の従業員が増える中、万が一の際に会社が家族の代わりとして病院や関係各所とスムーズ

に連携できるよう、相談窓口や緊急連絡の仕組みをあらかじめ構築しておくことが重要であることが

確認されました 。

・現場責任者の役割：クレームやミスをなくす最善の策は、作業者が言われた通りに動くだけでなく、

現場を統括する責任者が最後の最後まで「本当に正しく作業が完了したか」を自身の目でしっかりと

確認することであることの助言がなされました。

支部長会議の様子

環境経営委員会



設備と管理への広告掲載
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業界情報誌「設備と管理」5月号 （4月10日発売）に「JADCAの日」のお知らせを主題とした記事

風広告を掲載いたしました。30社の会員企業様に協賛いただきました。誠にありがとうとうございま

した。同号においては、発行元のオーム社様のご厚意もあり、同じく5月号にて、製品ガイドページ

広告への広告掲載、NewsLineUPにて「4月19日をJADCAの日」に制定を記事で取り上げてください

ました。

これまでのJADCAは基準の整備や知見の蓄積を通じて、安全で安心な空気環境を求める牽引役とし

て活動を進めてきました。誰もが、あたり前のように空気環境を考えて頂けるように、これからも会

員企業の皆様と共に活動を推し進めてまいります。

「設備と管理」5月号掲載誌面

協賛会員企業のご紹介（申込順・敬称略）

株式会社ＡＰサプライ／赤門ウイレックス㈱／株式会社アキュアリンク／エース工機株式会社

／株式会社トータルメンテナンス／株式会社セフテック／西日本施設サービス株式会社／

株式会社富士クリーン／有限会社ヒロカワ物産／株式会社ジャパントーア／株式会社 東北装美／

株式会社空調保全工業／シンポ株式会社／株式会社タムラカントウ／日本ウイントン株式会社／

株式会社アドクリーン／有限会社 日研／赤門ウイレックス株式会社／東亜管財株式会社／

新日本美風株式会社／株式会社シー・イー・アール／株式会社エアーアンドウォーター／

株式会社ピーオーエス／株式会社 クリーンシティ／富山交易株式会社／

株式会社ケイズエコロジーテクニカル／株式会社きやたけ商会／八翔ビル管理株式会社／

キタックスエンジニアリング株式会社／株式会社寿広



公式Xで会員企業紹介実施中
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公式Xでの会員企業紹介例

公式X投稿用LINEオープンチャットのご案内

JADCAホームページ
会員企業情報追加のお願い

「ダクト清掃してくれる会社を紹介してほしい」との問い合わせが月に何度も事務局に入りま
す。事務局では、会員企業ページから対象エリアの会社を探していただくことを回答しています。
JADCAホームページ内の会員企業ページに対応職種・自社PR文（120文字以内）を追加いただけ
ます。より具体的な情報を掲載することで、ご相談が入りやすくなります。ぜひこの機会に、情
報の追加をお願いします。以下の2次元コードから、Googleフォームにアクセスし登録してくださ
い。

JADCAのXアカウントから、会員企業様の企業紹介を投稿いたします。
紹介をご希望される企業様は、左の二次元コードを読み取り、LINEオー
プンチャットへご参加ください。
企業紹介のため、社名や紹介コメントを140文字以内でお送りください。
会社の外観や集合写真、ロゴなども一緒にお送りいただけましたら、紹
介コメントと共に投稿いたします。また会員企業ホームページのリンク
もコメント欄に投稿いたします。
※内容が不適切と判断した場合は、投稿されない可能性もございます。

Googleフォームへアクセスできます

掲載例

対応職種

PR文

JADCA公式Xへアクセスでき
ますユーザー名：@jadcainfo



チラシ活用について
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JADCAでは、ビジネスモデル委員会、厨房委員会の活動を通じて、会員企業のみなさまに活用いた

だけるチラシを作成しています。今号にも同封しています。以下２つのチラシは、現在事務局に在庫

がございます。どちらも1枚20円＋送料でお譲り可能です。

また、在庫がないものについてもホームページ上の会員専用ページでPDFデータを公開を予定してい

ます。ダウンロードしてご活用可能です。（別途メールにてURLをご案内いたします）

※JADCA広報を目的として利用される場合は、費用は頂戴いたしません。事務局へご相談ください。

マンション居住向け／換気ダクト清掃

飲食店向け・厨房排気設備清掃

ホームページ「書籍」
のページでチラシを
ご紹介しています



2026年4月～6月活動報告

日時 内容 会場

7月1日（水） JADCA NEW発行

7月16日（木） 政策委員会・理事会 浅草文化観光センター

7月30日（木） 微生物汚染対策検討委員会 協立エアテック大阪支店

9月3日（木） ビジネスモデル委員会 協立エアテック大阪支店

9月3日（木） 「見せる体験型大阪支店」説明勉強会 協立エアテック大阪支店

9月10日(木)
空気調和用ダクト清掃作業従事者研修
(1年目コース)

オンライン開催

9月16日(水) 厨房委員会 浅草文化観光センター（予定）

9月24・25日
(木金)

空調システム診断士養成研修 オンライン開催(ZOOM)

2026年7月～9月活動計画
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日時 内容 会場

4月9日(木) 微生物汚染対策検討委員会 東京科学大学 大岡山キャンパス

4月15日(月) ビジネスモデル委員会 オンライン開催

4月13～19日 JADCAの日啓発推進運動期間

4月19日(日) JADCAの日

4月20日(月) 東北支部会
リージャス秋田駅前
ビジネスセンター

4月22日(水) 理事会 浅草文化観光センター

4月23日(木) 空調システム診断士更新研修 オンライン開催

5月11日(月) 厨房委員会 ワーキンググループ 浅草文化観光センター会議室

5月18日(月) 広報・総務委員会 新橋ビジネスエアポート

5月19日(火) 環境経営委員会 新橋ビジネスエアポート

6月3日（水） 支部長会議  
アートホテル日暮里
ラングウッド 会議室

6月3日（水） 定時社員総会
アートホテル日暮里
ラングウッド

6月5日（金） 厨房排気設備診断士更新研修 オンライン開催（Zoom開催）

6月10日（水） ビジネスモデル委員会 オンライン開催（Zoom開催）
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深刻化する人手不足と外国人雇用の可能性

現在、多くの企業が「仕事はあるのに人が集まらない、採用ができない」という深刻な課題に直面してい

ます。日本の労働人口のうち26%を65歳以上の高齢者が占めており、若年層を中心とした労働力の確保は

厳しさを増す一方です。こうした状況下で、人手不足を解消する有効な選択肢として「特定技能」などの

外国人材の活用に注目が集まっています。 

特定技能制度の活用と空調業界における注意点

特定技能1号は通算で最長5年間の就労が認められる在留資格です。転職も可能であるため、自社で雇用で

きる残りの期間は、その人材が過去にどれだけ特定技能ビザで働いていたかによって変動します。 

受け入れには各都道府県の協議会への入会や厚生労働省への申請、人材育成計画の提出などの体制整備が

必要です。これらの複雑な手続きは、登録支援機関などの外部へ委託することでスムーズに進められます。

（厚生労働省 健康・生活衛生局 生活衛生課 TEL:03-5253-1111）

（次ページ参考資料㊤参照）

また、当業界（ビルクリーニング分野）で活用する場合、業務内容の切り分けが重要です。制度上「清

掃」業務は対象となり、機械の細かな分解を伴う「メンテナンス（保守）」の専門業務ではビザが認めら

れません。そのため、清掃業務とメンテナンス業務の両方を行う場合は、現場の状況や組織図における明

確な区分けなどが求められます。

（次ページ参考資料㊦参照）

転職市場の狙い目と人材派遣という選択肢

外国人採用を初めて検討する場合、海外からの直接招へいよりも、既に日本国内で就労している人材の

「転職」を狙う方が人材確保・習熟スピードなどのハードルは低くなります。彼らは日本の生活習慣や職

場でのコミュニケーションに慣れているため、まずは国内の転職者を先輩として迎え入れ、体制を整えて

から海外現地からの採用サイクルへと繋げていくのが負担の少ない方法です。

さらに、事前の煩雑な申請手続きを省き迅速に人材を確保したい場合には、就労制限のない在留資格（定

住者など）を持つ人材の派遣利用も有効で、契約から約2週間というスピードで業務を開始可能です。

協会主導で挑む、現代の日本人採用手法

一方、日本人の採用においては、一社単独で求人広告を出す従来の手法から脱却する必要があります。知

名度の限られる企業が個々に小さく募集をかけるよりも、協会が主導して各社の求人をまとめ、大きな母

集団を作る共同プロモーションの方が高い効果を期待できます。

空調メンテナンスは「どのような魅力があるのか」が一般に伝わりにくい業種ですが、「絶対に世の中か

らなくならない安定した仕事」という強力な強みを持っています。ターゲットを同業の経験者だけに絞る

のではなく、ライフスタイルや就業条件を重視して仕事を選ぶ異業界の未経験者層に対し、業界全体の認

知度を高めて魅力をアピールしていくことが重要です。

外国人材の適正な受け入れ体制の構築と、協会主導による日本人採用プロモーション。この二つのアプ

ローチを組み合わせることで、新時代の確固たる採用基盤を築いていくことができます。

特定技能のご相談、人材派遣のご相談、その他ご質問があれば、お問い合わせください。

株式会社アクティ 砂道健太（スナミチ）／MAIL：sunamichi@actywork.co.jp TEL:080-4828-5447

【コラム】「仕事があるのに、人がいない。」
を解決する！！採用手法

株式会社アクティ

代表取締役 砂道 健太氏

略歴

2012年株式会社インテリジェンス（現：パーソルキャリア）に入社

人材派遣、人材紹介、採用代行（コンサルティング）を経験

2016年2月合同会社アクティを設立（現：株式会社アクティ） 全国事業展開

※今回のコラムは、定時社員総会第二部の講話をもとに執筆いただきました。

mailto:sunamichi@actywork.co.jp


受入れ要件・申請先・実務上の留意点
業種・社内方針の論点を 3 つに整理しました。「当社が満たすべき要件」「届出先」「実務
で見落としやすい点」を確認のうえ、関係部門と分担を決定してください。

SECTION 01

当社が満たすべき
要件
◎ 営業許可関係

建設業認可（4 業）、または
公益適合期間認定（3 年）の
取得要件・期間を確認

◎ 候補者の在留資格

ヒアリングシートに沿って認
定証取得

◎ 候補者の技能水準

JFT Basic 合格 または JLPT 
N4 以上、技能試験 (分野別 1 
号) を取得済み

◎ 雇用契約

同等以上の賃金・労働条件・
実務（自社書類または法令適
合書面の整備）

◎ 支援体制

1 号特定技能外国人の支援（
自社対応または登録支援機関
への委託）

SECTION 02

申請先・届出先（
窓口）

◎ 営業案件登録

営業所所在地の都道府県（建
設業認可・営業認可など）に
申請

◎ 技能・日本語試験

国外 1 号は「JLBT Basic」「
JFT-Basic」
国内：国際交流基金・日本国
際教育支援協会

◎ 協議会加入

国土交通省・厚生労働省など
分野別協議会へ申請（業種に
より 5 万円・無料など）

◎ 在留資格申請

地方出入国在留管理局（本人
および在留地での申請）

◎ 就労条件届出
所在地の労働基準監督署・税
務署など、5 法令の届出

SECTION 03

実務上の留意点

◎ 協議会加入は「初回受入れ
前」に

在留資格申請の前提条件。ス
ケジュール上、最も先送りさ
れやすい

◎ 協議会加入は ID 代行不可

受入機関が組織として加入手
続を行う必要あり

◎ 定期届出の管理

受入後・支援実施状況の四半
期報告等、台帳化が必須

◎ 退職・離職時の届出

雇用契約終了時・転職時の届
出を 14 日以内に提出

◎ 在留期間と契約期間

1 号は通算 5 年。人事計画ロ
ーテーション・更新申請（毎
年 / 2 年など）に注意

出典：出入国在留管理庁「特定技能」総合情報サイト／厚生労働省 ビルクリーニング分野特定技能制度
説明資料／法務省入管庁 特定技能関連通達 等

受け入れ可能業務 分類比較
空調関連業務を、清掃業務として認められる範囲で 3 つに分類して整理します。

可能 ○

清掃業務として認められる

■ フィルター清掃

取り外し / 洗浄 / 乾燥 /
取付

■ 吹出口・吸込口清掃
拭き上げ / 換気口のほこり
除去

■ 空調機外装清掃

本体外側 / 室外機周辺 / 機
械室

条件付き △

作業内容により判断が分かれる

■ ドレンパン清掃

簡易清掃可 / 分解を伴う場
合の対象外の可能性

■ ダクト清掃

吹出口付近のみ可 / 手の届
く範囲
内部専門技法・ロボット清
掃・高所作業など大規模洗
浄は不可

不可 ×

設備工事・保守の領域

■ エアコン分解洗浄

カバー分解 / ファン分解 / 
熱交換器分解 / 高圧洗浄

■ 故障対応・修理

モーター交換 / ベルト交換
/ 配線修理 / 冷媒補充

■ 電気工事

配線接続・ブレーカー作業
・制御盤工事（資格） 8

【コラム参考資料】
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事務局エトセトラ
エアアンドウォーター運動会

編集後記

一般社団法人日本空調システムクリーニング協会
〒105-0004 東京都港区新橋1-12-9

新橋プレイス７階 ビジネスエアポート内
TEL：03-6274-6064 FAX：03-6274-6065

E-mail：info@jadca.jp URL：http://www.jadca.jp/

4月1日（水）に、会員企業の株式会社エアーアンドウォーター様が
有明スポーツセンターにて、運動会を開催しました。普段は５つの拠
点に分かれている社員が一堂に会し総勢40名が参加しました。「大人
の本気運動会」の名の通り4つのチームに分かれて競われました。発
案者は、JADCA副会長である末光真二氏から社長を引き継いだ山﨑渉
太氏。新たに作成したロゴをプリントしたお揃いのTシャツを着用。
新人からベテランまでが協力して競技に取り組んでいました。運動会
の後は、BBQでさらに懇親を深められていました。

台風の中の定時社員総会になってしまいましたが、遠方からの方々も含め、多数のご出席とズー
ムでのご参加ありがとうございました。議案審議に関しましても、皆様のご協力により、スムーズ
に進行する事ができました。株式会社アクティ代表取締役砂道様に、人材不足の解消に向けた有意
義なお話をお伺いする事ができ、業界としての発展をJADCAとして考えていかなければならないと、
改めて感じさせられました。今後ともJADCAの活動に、ご協力をお願い致します

http://www.jadca.jp/
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